











































を棄てたことになるが、 「伴天連追放令」等 上からの命令があったにせよ、ハビアンのような自発的 背教や脱の例も少なくなかった ずであり、彼 がなぜキリスト教を棄てるに至ったか、キリスト教 どの点を拒絶せざるを得なかったのかといった棄教の問題も 退会者の事例から、検討され べき課題だといえよう。　





































































































































































跡は不明である。同様にして退会処分となっ ⑬のリノにつ ては、⑰の平戸出身 リノとは別にい ということは分かるが、詳細は不明である。　
⑮のドミンゴは、おそらく一五六四年生まれ、肥前出身で、一五 六年に、二十二歳で入会を認められた誓願修士
のことだと考えられるが、事跡は不明である。　



















伊東義祐の娘の子で、父親は、一門の伊東修理亮祐青だということが明らかにされている。また、祐青の子には、マンショとジュストを含め 少なくとも四人の子息と一人の娘が た 知 れており、それぞれの幼名は、虎松、女、虎千代麿、虎次良麿、虎亀麿であることが、天正三（一五七五）年に奉納された寺院銘板から判明している
（
16）。











㉑博多 ヤヌスは、一五六六年生まれ。 八六 、二十歳で入会を認められ、一五八八年の名簿では修練院で教





































































































































































































































































加を認められており、優秀な修道士であったことが窺えるため、ヴァリニャーノが「素質がない」として退会させたとは考えられない。また ロドリゲス書翰にある背教的行為により 一‐㉒の名簿 「背教した」と記されるのも当然であると理解される こ 近江ジョアンは、少なくともハビアンと並ぶほど優秀な修道士であって、そうした人物が自らの意志で退会を求め、キリスト教信仰を批判したこ は、非常 興味深い問題である。彼の退会から十六年後に生じた不干ハビアンへの影響も考慮すべきではないか。　
二‐④で脱走した平戸アントニオは、一五六八年生まれで、入会時は十九歳であった。二の記載内容からは、相当






















た人物とは別人であることも指摘することができた。また 不干ハビアン以外に 、 注目すべき日本人キリシタン（聖職者）の退会者がいたことも明らかにできた 思われる　
訳出した名簿の中 は、例えば近江ジョアンの存在は重要である。不干ハビアンと同年にイエズス会に入会し、ハ

















（１）不干ハビアンについての基礎史料としては、 海老沢有道他校注「妙貞問答・排耶蘇・破提宇子」 （ 『日本思想体系二五』 〈岩波書店、
一九七〇年〉 ） 、井手勝美『キリシタン思想史研究序説』 （ぺりかん社、一九九五年） 、チースリク「ファビアン不干伝ノート」 （ 『キリシタン文化研究会会報』一五‐三〈キリシタン文化 会、一九七二年〉 ）及び末木文美士編『妙貞問答を読む
　
ハビアンの




































sia 』 （郁文堂、一九三一年） 。なお、文字の視認性でいえば、キリシタン文庫のマイクロフィルムは
文字がつぶれており、写真版の方が鮮明である。








































































































15）松田毅一「天正遣欧使節の真相：特に伊東満所に就いて」 （ 『史学雑誌』七四―一〇〈一九六五年〉 ） 。
（
16）浜田青陵「日向の二日旅―伊東満所が母の事ども」 （ 『史林』二一―二〈一九三五年〉 ） 。
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19）レオン・パジェス、吉田小五郎訳『日本切支丹宗門史（上） 』 （岩波書店、一九三八年）三八 ～三八二頁。
（
20）片岡弥吉『日本キリシタン殉教史』 （時事通信社、 九七九年） 。
（



























































27）例えば、 髙橋勝幸「Ａ・ヴァ ニャーノの適応主義の現代的意義」 （ 『アジア・キリスト教・多元性』一四〈 「アジア・キリスト・多元性」研究会、二〇一六年〉 ）
（
28）一五九八年二月二八日付の総長宛書翰 土井忠生「ジョアン・ロドリゲス通事の日本書翰」 （ 『日葡交通』第二輯〈東洋堂、一九四三年〉 ）一五六頁。
（
29）片岡弥吉『日本キリシタン殉教史』 （時事通信社、一九七九年）二六九頁。
（
30）イエズス会日本管区編『イエズス会会憲
　
付会憲補足規定』 （南窓社、二〇一一年）一〇五頁。
（
31）
JO
SE
F
F
R
A
N
Z
SC
H
O
T
T
E
"M
O
N
U
M
E
N
T
A
H
IST
O
R
IC
A
,JA
P
O
N
IA
E
1".P
.250
（
32）イエズス会日本管区編『イエズス会会憲
　
付会憲補足規定』 （南窓社、二〇一一年） 〇八～一一一頁。
